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意思決定⽀援に向けたと図的な表現
消費者の意思決定⽀援に向けた、決定の
しやすい図的な表現の検討が試みられて
いる。

Food Standards Agency, 2016
https://www.resourcesorg.co.uk/assets/pdfs/foodtrafficlight1
107.pdf(accessed Feb 29, 2020)

https://www.resourcesorg.co.uk/assets/pdfs/foodtrafficlight1107.pdf(accessed


これまで⾏ってきた図的な表現を⽤いた
多属性意思決定研究（井出野他,2014)



図的な表現を多属性表の⽤いた研究
Mori, Ideno, Takemura, & Okada(2018) Frontiers in Psychology, 8, 1‒12. 

http://doi.org/10.3389/fpsyg.2017.01388

• 多属性法の属性値を、⽩⿊の2
値によって提⽰。
• 結果
①属性値の意味が良いことを⿊
で表現することにより、反応時
間が短くなることが⽰された。
②眼球運動の測定結果から、
前半に選択肢の絞り込みを⾏い、
後半に選択肢ごとに属性の内容
を吟味を⾏っていることが⽰さ
れた。



現在⾏っている研究
• 属性値を数値で表現した多属性表と、属性値

を⽩⿊の2値で表現した多属性表との対⽐から、
①提⽰様式と⽤いらる意思決定⽅略の関連
⇒
数値の条件では、従来通り、重要属性での選択
肢の絞り込み後に決定＜2段階の決定⽅略＞
⽩⿊⼆値の図では、良い意味の属性値を選択肢
ごとにカウントして決定＜加算型の決定⽅略＞
②今後の課題

上記特徴を反映した、決定のしやすい図表
提⽰⽅法の検討
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